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愛知県大府市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 814

交付期間 0.484

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

事業期間の見直しに伴い関連事業に移行したため。

40,884 H21 42,000

 １）事業の実施状況

地元調整困難による都市再生整備計画期間内（H22～H26：当初期
間）での整備が困難であり、基幹事業から関連事業へ移行したた
め。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

整備済み施設等の効果的活用の実施

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

居住者数 人

％ 23.7 H20

 ５）実施過程の評価

事業進捗にあわせて、地域主体のまちづくり活動等が積極的に実施される傾向が強くなっている。

その他の
数値指標２

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

おおぶ文化交流の社事業の図書館施設を地方都市リノベーション
事業に変更したため。

交付期間
の変更

H20

26.9

指　標

文化、学習活動の支援満
足度

今後の対応方針等

効果発現要因
（総合所見）

持続的なまちづくり
体制の構築

住民参加による持続的なまちづくり活動

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

モニタリング結果に基づいて、事業期間の見直し等を実施。
目標の達成状況について継続的に確認。

新たに追加し
た事業

地方都市リノベーション推進施設（教育文化施設）

地域創造支援事業：おおぶ文化交流の杜整備事業

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

モニタリング

持続的な活動の維持

都市再生整備計画に記載し、実施できた

地域主体のまちづくり委員会等、住民参加によるまちづくり計画
の策定・実施、施設建設に伴う、住民参加による施設整備計画
策定及び運営方法の検討

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

影響なし

おおぶ文化交流の社事業の内容具体化により、提案事業を追加し
たため。

〇

30.3

1年以内の
達成見込み

事業期間を１年前倒しすることによる数値指標への影響はあるが、指標を変更するほどの影響はない。

44,667 －

26.1

指標２に影響はあるが、数値を変更するほどの影響はない。

実施状況実施内容

モニタリングを適正に実施し、計画のチェックと改善を適切に実
施する。

フォローアップ
予定時期

数　　値従前値

H25 23.022.3 25.7

その他の
数値指標1

〇

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

19.6
相談できる人・機関の充実
度

％

目標値

平成２２年度～２６年度

指標３ －

「ふれ愛サポートセンター　スピカ」[計画時
（仮称）ふれあい支援センター]の整備と既
存施設等の活用及びまちづくり活動等の充
実により、着実に満足度が上昇しており、目
標値を上回る効果が発現している。

指　標

指標２

指標1

効果発現要因
（総合所見）

土地区画整理事業をはじめとする都市基盤
整備と宅地供給により、着実に人口増加が
図られており、目標値を上回る効果が発現
している。

目標
達成度

H25 43,383

フォローアップ
予定時期

H27.10〇

数　　値

文化、学習活動の拠点施設である「おおぶ
文化交流の杜」のほか、既存施設等の有効
活用やまちづくり活動等の充実により、着
実に満足度が上昇しており、目標値を上回
る効果が発現している。

H25

平成２２年度～２５年度

交付対象事業費

道路：市道上原殿田線道路整備事業、公園：共和西２号、共和西３号公園整備事業、高次都市施設：地域交流センター　おおぶ文化交流の杜整備事業、土地区画整理事業：大府共和西整備事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

大府中部地区

事業名

共和西４号公園整備事業

事業効果分析調査

国費率

影響なし

指標１に影響はあるが、数値を変更するほどの影響はない。

平成22年度～平成25年度 平成26年度事後評価実施時期 3954.2百万円

愛知県 市町村名 大府市 地区名

地域創造支援事業：福祉教育総合施設整備事業　(仮称)ふれあい支援センター、バリアフリー整備事業　石ヶ瀬会館、
事業活用調査：事業効果分析調査事業　大府中部地区



様式２－２　地区の概要

単位：人 40,884 H21 42,000 H25 44,667 H25

単位：％ 23.7 H20 26.9 H25 30.3 H25

単位：％ 19.6 H20 22.3 H25 25.7 H25相談できる人・機関の充実度

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

文化、学習活動の支援満足度

居住者数

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

■多様な交流機会の維持・向上を図る。【整備された交流の拠点的施設の有効活用やまちづくり活動等を継続的に実施する。】〇多様な交流活動の促進〇「おおぶ文化交流の杜　ａｌｌｏｂｕ」等の有効活用事業（交流イベント等の開催、交
流の場所としての図書館の活用）
■「幸齢」社会づくりの維持・向上を図る。【整備された「ふれ愛サポートセンター　スピカ」や既存施設の有効活用により相談・支援を継続的に実施する。】〇各種相談事業の実施〇各種支援サービスの充実
■人口定着と地域ポテンシャルの維持・向上を図る。【整備された市街地環境の維持・管理を継続的に実施する。安全で便利な道路整備等を実施する。】〇地域主体の美化活動・防犯活動等の促進○道路事業等の実施〇公共施設や
地域資源の適正な維持・管理

まちの課題の変化

〇「おおぶ文化交流の杜　allobu」の整備や既存施設等の有効活用やまちづくり活動等の充実により、文化、学習活動に対する支援についての満足度が向上しており、多様な交流の創出等が着実に実施されている。
〇「ふれ愛サポートセンター　スピカ」[計画時（仮称）ふれあい支援センター]の整備等により、困ったときに相談できる人・機関の充実についての満足度が目標値を上回っており、心と体の健康が着実に達成されている。
〇土地区画整理事業の実施等により地区内居住者数は着実に増加し、目標値を上まわる状況にあり、住宅地としてのポテンシャルは着実に向上している。

大府中部地区（愛知県大府市）都市再生整備計画事業の成果概要

従前値 目標値 評価値

大目標：　安全で便利な生活環境を活かした「みんな輝き幸せ感じる」健康都市空間の充実を図ります。
　目標１）　安全・便利が実感できるまちづくりを 進めます。
　目標２）　健康増進に文化を付加した魅力あるまちづくりを進めます。
　目標３）　学習風土やふれあいを大切にした活動のあるまちづくりを進めます。

■おおぶ文化交流の杜整備事業

■福祉教育創造施設整備事業

■共和西２号公園

■共和西３号公園

【ふれ愛サポートセンター スピカ】

【おおぶ文化交流の杜 ａｌｌｏｂｕ】




